






























































































































































































































































































































































































































































































































 25) 【宋】王安石：《临川集》、四部丛刊景明嘉靖本 卷第三十二。
  （原文：“碧月团团堕九天、封题寄与洛中仙。石楼试水宜频啜、金谷看花莫漫煎”）





























































































































 48) 【宋】晁以道　撰：《嵩山文集》、四部丛刊续编景旧钞本 卷四。
  （原文：“尚喜屋山阿、双泉如鸣琴。远明桑苧翁、品茶
4 4
疑未湛……”）
 49) 【宋】陈岩　撰：《九华诗集》、民国宋人集本。
  （原文：“缓火烘來活水煎、山头卓锡取清泉。品茶
4 4
嫩检茶经看、舌本无非有味禅。”）
 50) 朱自振、沈冬梅、增勤编著：《中国古代茶书集成》、上海、上海文化出版社、2010年、114頁。
  （原文：“《品茶要录》十篇、委屈微妙、皆陆鸿渐以来论茶者所未及。非至静无求、虚中不留、乌
能察物之情如其详哉！”）
 51) 原文：“以茶之采制烹试、各有其法、低昂得失、所辨其微。”
 52) 同上、418頁。黄道辅即黄儒。
 53) この文献は華淑が陸樹声《茶寮記・煮茶七類》に基づいて補足、編集したもの。拙文では張玮が
华淑《閑情小品・品茶八要》を底本に《茶寮記》原文から校訂したテキストを採用する。ただ、
《煮茶七類》は陸樹声の著ではなく、徐渭の作であるとする説もあるが、徐渭はこれを唐の盧仝
16
の作とする説明があり、実際には、この文献が一体誰の手によるものなのか、歴史的にははっき
りしない。
 54) 朱自振、沈冬梅、增勤编著：《中国古代茶书集成》、上海、上海文化出版社、2010年、182頁。
  （原文：品茶：“于谷雨前、采一枪一叶者制之为末、无得膏为饼、杂以诸香、失其自然之性、夺其
真味；大抵味清甘而香、久而回味、能爽神者为上。独山东蒙山石藓茶味入仙品、不入凡卉。虽世
固不可无茶、然茶性凉、有疾者不宜多食。”）
 55) 原文：“话久情长”；“或庚歌、或鼓琴、或弈棋、寄形物外、与世相忘、斯则知茶之为物、可谓神
矣。”
 56) 宋代の主な茶の製法、茶葉の香辛料に混ぜって餅状に固めたものを「団茶」という。中には「小
龍団」と「大龍団」は最も有名なのである。
 57) 原文：“杂以诸香、饰以金彩、不无夺其真味。”
 58) 原文：“天地生物、各遂其性、若莫叶茶。”
 59) 《煮茶七類》の作者は誰なのかいまだはっきりしていない。
 60) この内容に関する記載は、清代の汪灏らが編纂した『広群芳譜』（1708年）及び陸廷燦の『続茶
経』（1734年）などでの引用が見られる。
  （原文：“余尝品茗
4 4
、以武夷、虎丘第一、淡而远也。松萝龙井次之、香而艳也。天池又次之、常而
不厌也。”）
 61) 原文：“屈指生涯、填词问句、品茗
4 4
评香、呌兄呼你。暇则围碁、亦尤贤乎已。”
 62) 【清】华岩　撰：《离垢集》、清道光十五年华时中刻本　卷二。
  （原文：“晴昼则披襟吟笑、朗夕则煮泉品茗
4 4
、陶陶容与、何其快乎！”）
 63) 【清】宝鋆　撰：《文靖公遗集》清光绪四十三年羊城刻本　卷十。
  （原文：“早朝几辈冒寒归、月落乌蹄闪素辉。碧玉瓯香宜品茗
4 4
、翠云裘冷笑添衣。”）
 64) 【清】俞樾　撰：《春在堂诗编》、清光绪二十五年刻春在堂全书本　甲丙编。
  （原文：……余每游山、自龙井走九溪十八涧而至理安小憩、又至虎跑品茗
4 4
而还、自癸酉年始、几
成游例矣。”）
 65) 【清】范祖述　著：《杭俗遗风》、上海艺文出版社、1989年、25頁。
  （原文：“吴山茶室、正对钱江、各庙房头、后临湖水、仰观俯察、胜景无穷。下雪初晴之候、或品
4
茗
4
于茶室之内、或饮酒于房头之中、不啻置身琉璃世界矣。”）
 66) 【清】黄遵宪　撰：《日本国志》、上海古籍出版社、2001年、38頁。
  （原文：“武将健卒皆赏花品茗
4 4
自命风流、游冶之事、无一不具。”）
 67) 【清】慵讷居士　撰：《咫闻录》、清道光二十三年刻本　卷四。
  （原文：“陈几与先生次坐西廊、品茗
4 4
纳凉。”）
 68) 【清】吴研人　著：《二十年目睹之怪现状》（上）、人民文学出版社、2000年、455頁。
  （原文：“我们围炉品茗
4 4
、消此长夜……”）
 69) 【清】刘鹗　著：《老残游记》、浙江古籍出版社、2010年、2012年重印、48頁。
  （原文：“一客吟诗负手面壁　三人品茗
4 4
促膝谈心。”）
 70) 【清】慵讷居士　撰：《咫闻录》、清道光二十三年刻本　卷十。
  （原文：“遊幕来粤赋闲待聘者余邀之同行登茶楼品茶
4 4
。）
